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議　案
第23号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

議　案
第25号

令
和
４
年
度
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

議　案
第５号

古
殿
町
消
防
団
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

教
育
長
の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　総
額
を
令
和
３
年
度
当
初
予
算
比
で
２
．５
％
、

１
億
２
０
０
万
円
減
の
40
億
１
３
０
０
万
円
と
す

る
も
の
。

　総
額
を
令
和
３
年
度
当
初
予
算
比
で
５
０
４
万

３
０
０
０
円
増
の
１
億
８
５
３
８
万
８
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

　古
殿
町
消
防
団
一
般
団
員
の
年
額
報
酬
引
き
上

げ
と
出
動
報
酬
等
の
創
設
。

質
　疑

質
　疑

配
水
管
布
設
工
事
の
内
容
は

広
葉
樹
の
再
生
事
業

道
路
除
雪
事
業

空
き
家
バ
ン
ク
の
設
立
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
学
援
助

Ｑ　Ｑ

Ｑ　ＱＡ　Ａ

Ｑ　ＱＡ　Ａ

Ｑ　ＱＡ　Ａ

Ａ　Ａ
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
委
託
に
あ
る
、
広
葉
樹

再
生
事
業
の
内
容
は
。

震
災
の
影
響
を
受
け
た
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
原
木
の

再
生
が
目
的
で
す
。広
葉
樹
を
伐
採
す
る
と
、新
し

い
芽
が
出
る
こ
と
で
、
高
齢
化
し
た
も
の
を
再
生

し
て
い
く
事
業
で
す
。

就
学
援
助
費
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
た
予
算
計
上
か
。

対
象
者
の
見
込
み
増
に
よ
る
予
算
の
増
額
で
す

が
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難
な
方
の

た
め
の
制
度
で
す
の
で
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
支

給
し
ま
す
。

除
雪
機
は
町
に
何
台
あ
る
の
か
。多
額
の
予
算
を

費
や
し
て
大
型
除
雪
車
両
を
維
持
す
る
必
要
は

あ
る
の
か
。

５
台
所
有
し
て
い
ま
す
。町
内
の
業
者
は
除
雪
機

を
持
っ
て
い
な
い
た
め
で
、
県
や
自
治
体
か
ら
の

払
い
下
げ
を
無
償
や
安
価
で
導
入
し
て
お
り
、
町

民
の
安
全
安
心
の
た
め
の
除
雪
と
い
う
観
点
で
、

維
持
経
費
は
や
む
を
得
な
い
と
捉
え
ま
す
。

町
で
は
「
来
て
ふ
く
し
ま
住
宅
取
得
支
援
事
業
補

助
金
」や「
町
移
住
定
住
促
進
補
助
金
」な
ど
で
移

住
定
住
を
促
進
し
て
い
る
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
設

立
の
考
え
は
。

現
在
調
査
中
で
、
最
終
的
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
を

早
期
に
設
立
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

業業業業業業業業業業業
産産産産産
業

業業業業業業業業業業業
産産産産防
災業業業業業

産産移
住
定
住

業業業業業
産産教
育

人
事
案
件

論
討

岡
部
淳
一 

議
員

　移
住
定
住
を
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
る
空
き
家
対
策
、

若
者
に
向
け
た
仕
事
と
雇
用
に
関
す
る
提
案
、
公
共
交

通
網
の
整
備
事
業
に
お
け
る
新
た
な
考
え
方
、
道
の
駅

拡
張
問
題
へ
の
提
案
な
ど
が
な
い
と
の
観
点
か
ら
反
対

し
ま
す
。

野
崎
喜
彦 

議
員

佐
藤
弘
信 

議
員

　宅
地
分
譲
、地
域
交
通
最
適
化
事
業
の
進
捗
、道
の
駅

の
用
地
取
得
な
ど
の
諸
問
題
が
あ
り
、社
会
の
変
化
を
的

確
に
見
定
め
な
が
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
未
来
志
向
型

の
行
政
執
行
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

　有
利
な
財
政
措
置
の
あ
る
地
方
債
や
基
金
を
活
用

し
、必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、地
方
の
活
性

化
に
向
け
た
各
事
業
や
町
民
の
福
祉
向
上
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
、賛
成
し
ま
す
。

　

決
可

起
立
多
数

　

決
可

成
賛
員
全

　

決
可

成
賛
員
全

　

決
可

成
賛
員
全

Ｑ　ＱＡ　ＡＱ　ＱＡ　Ａ
工
事
費
の
配
水
管
布
設
工
事
の
内
容
は
。

国
の
基
幹
改
良
事
業
で
、
前
木
地
内
か
ら
馬
場
橋

付
近
ま
で
の
工
事
、
い
わ
き
石
川
線
の
改
良
工
事

に
伴
う
前
木
工
区
、
鎌
田
長
光
地
地
内
の
県
バ
イ

パ
ス
工
事
に
伴
う
工
事
で
す
。

配
水
管
の
更
新
時
期
は
法
令
等
で
決
ま
っ
て
い

る
か
。

厚
生
労
働
省
の
補
助
金
要
綱
に
よ
り
20
年
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

質
　疑

成
り
手
不
足
解
消
の
た
め
報
酬
の
設
置

Ｑ　ＱＡ　ＡＱ　ＱＡ　Ａ
現
在
、消
防
団
員
の
条
例
定
数
と
実
員
の
差
は
。

現
在
の
充
足
率
は
83
％
。令
和
４
年
度
は
78
％
に

減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

報
酬
は
直
接
本
人
に
入
ら
な
い
。家
族
手
当
等
の

議
論
は
な
い
の
か
。

家
族
手
当
の
議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
防
庁
の

要
請
に
よ
り
、
報
酬
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
か

ら
各
団
員
の
口
座
に
直
接
振
り
込
む
考
え
で
す
。

年額報酬

火災出動

警戒出動

火災以外の災害出動

36,500円

2,000円

4,000円

8,000円

2時間未満

4時間未満
2時間以上

4時間以上

8,000円1日

2,000円1日
訓練出動

2,000円1日
その他の出動

3,500円1日

渡邊　宏文　氏
■住所
石川町字王子平
■任期
令和４年４月１日
　　　 から
令和7年３月31日

議　案
第13号

議　案
第14号

議　案
第31号

副
町
長
の
選
任
に
同
意

発　議
第１号

議
員
発
議

木村　穣　氏
■住所
茨城県水戸市
■任期
令和４年４月１日
　　　 から
令和８年３月31日

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書

町消防団成り手不足解消 のため報酬の増額など

渡邉　　子　氏
■住所
松川字新桑原
■任期
令和４年７月１日
　　　 から
令和７年６月30日

令和４年度予算
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３ 月 定 例 会

令和4年度
予算 古殿町お金の仕組み

　３月定例会は10日から17日まで、８日間の会期で
開催されました。
　令和４年度各会計の予算や、教育委員会教育長の任
命についての人事案件など、28議案が原案の通り可決
され、17日に閉会しました。

一般会計予算 40億1,300万円
総務費　5億4,367万9千円（13.6％）
全般的な管理事務のためのお金

労働費　8万6千円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費　3億9,417万2千円（9.8％）
農・林業振興のためのお金

商工費　6,821万7千円（1.7％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費　4億314万1千円（10％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

災害復旧費　6千円（0.0％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費　7億6,817万9千円（19.2％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

消防費　1億8,877万3千円（4.7％）
消防、防災事業などに要するお金

議会費　7,669万円（1.9％）
議会活動のためのお金

民生費　8億8,123万9千円（22％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、子育て
支援などにかかるお金

予備費　2,009万8千円（0.5％）
緊急を要する場合などに、予算外の支出や予算
超過の支出に充てるためのお金

教育費　4億2,261万5千円（10.5％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事
業に要するお金

衛生費　2億4,610万5千円（6.1％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

※割合の小数点以下を端数処理しています。

町税　
4億8,763万8千円（12.2％）
町民税や固定資産税、軽自動車
税、たばこ税などの税金

譲与税等　
2億2,597万4千円（5.6％）
特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

国県支出金
4億9,380万5千円（12.3％）
特定の事業に対し、国や県
から交付されるお金

使用料等　
3,275万7千円（0.8％）
施設の使用料など

繰越金　
5,000万円（1.2％）
前年度からの繰越金

その他　
5,690万4千円（1.4％）
寄付金など

地方交付税　
20億8,838万8千円（52.1％）
国から交付されるお金

地方債
2億5,930万2千円（6.5％）
事業のために借り入れた
お金

繰入金
3億1,823万2千円（7.9％）
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会計区分

合　計

一般会計

国民健康保険

簡易水道

農業集落排水事業

林業集落排水事業

介護保険

後期高齢医療

宅地造成事業

原案可決（7対4）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

40億1,300万円

5億6,853万8千円

1億8,538万8千円

1億4,348万6千円

2,649万3千円

8億2,258万7千円

6,223万4千円

130万2千円

58億2,302万8千円

特別会計

予算額 採決の結果

防犯対策
防犯灯ＬＥＤ化修繕事業

　既存の防犯灯 230 基中の 191 基が水銀灯や蛍光
灯であることから、ＬＥＤの機器と交換する計画。

水銀灯や蛍光灯の防犯灯をＬＥＤ化

観　光
憩いの森公園遊具整備事業

　現在、撤去されて遊具がほとんどない状態の憩いの森公
園に、子どもの遊び場として活用できる遊具を設置する。

町産材を利用した木製の遊具を
町民憩いの森公園に設置する

教　育
古殿小・中学校電子黒板購入事業

　タブレットと連携してより分かりやすい効果的な授
業を行う。

合計23台の電子黒板を購入

新たな事業クローズアップ

836 万円

700 万円

1,725万円
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３ 月 定 例 会

令和4年度
予算 古殿町お金の仕組み

　３月定例会は10日から17日まで、８日間の会期で
開催されました。
　令和４年度各会計の予算や、教育委員会教育長の任
命についての人事案件など、28議案が原案の通り可決
され、17日に閉会しました。

一般会計予算 40億1,300万円
総務費　5億4,367万9千円（13.6％）
全般的な管理事務のためのお金

労働費　8万6千円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費　3億9,417万2千円（9.8％）
農・林業振興のためのお金

商工費　6,821万7千円（1.7％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費　4億314万1千円（10％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

災害復旧費　6千円（0.0％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費　7億6,817万9千円（19.2％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

消防費　1億8,877万3千円（4.7％）
消防、防災事業などに要するお金

議会費　7,669万円（1.9％）
議会活動のためのお金

民生費　8億8,123万9千円（22％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、子育て
支援などにかかるお金

予備費　2,009万8千円（0.5％）
緊急を要する場合などに、予算外の支出や予算
超過の支出に充てるためのお金

教育費　4億2,261万5千円（10.5％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事
業に要するお金

衛生費　2億4,610万5千円（6.1％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

※割合の小数点以下を端数処理しています。

町税　
4億8,763万8千円（12.2％）
町民税や固定資産税、軽自動車
税、たばこ税などの税金

譲与税等　
2億2,597万4千円（5.6％）
特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

国県支出金
4億9,380万5千円（12.3％）
特定の事業に対し、国や県
から交付されるお金

使用料等　
3,275万7千円（0.8％）
施設の使用料など

繰越金　
5,000万円（1.2％）
前年度からの繰越金

その他　
5,690万4千円（1.4％）
寄付金など

地方交付税　
20億8,838万8千円（52.1％）
国から交付されるお金

地方債
2億5,930万2千円（6.5％）
事業のために借り入れた
お金

繰入金
3億1,823万2千円（7.9％）
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合　計

一般会計

国民健康保険

簡易水道

農業集落排水事業

林業集落排水事業

介護保険

後期高齢医療

宅地造成事業

原案可決（7対4）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

原案可決（全員賛成）

40億1,300万円

5億6,853万8千円

1億8,538万8千円

1億4,348万6千円

2,649万3千円

8億2,258万7千円

6,223万4千円

130万2千円

58億2,302万8千円

特別会計

予算額 採決の結果

防犯対策
防犯灯ＬＥＤ化修繕事業

　既存の防犯灯 230 基中の 191 基が水銀灯や蛍光
灯であることから、ＬＥＤの機器と交換する計画。

水銀灯や蛍光灯の防犯灯をＬＥＤ化

観　光
憩いの森公園遊具整備事業

　現在、撤去されて遊具がほとんどない状態の憩いの森公
園に、子どもの遊び場として活用できる遊具を設置する。

町産材を利用した木製の遊具を
町民憩いの森公園に設置する

教　育
古殿小・中学校電子黒板購入事業

　タブレットと連携してより分かりやすい効果的な授
業を行う。

合計23台の電子黒板を購入

新たな事業クローズアップ

836 万円

700 万円

1,725万円
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３月定例会など 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。第１回臨時会

３月定例会

第２回臨時会

　ふるどの地域資源磨き上げイベント「フル
ドノタイム」を実施。

古殿小・中学校電子黒板
購入事業
　小学校で13台、中学校で10台を購入予定。
　タブレットと連携したオンライン授業が
可能となる。

交流人口拡大事業
新規

議会全員協議会２月21日

令和４年度主要事業について
　２月21日に議会全員協議会が開催され、令和４年度の主要事業について協議しました。

　ミニトマト栽培２名、野菜やブドウ栽培１
名、畜産関係１名の新規就農者への補助。

行政手続オンライン化対応業務
委託事業
　子育て、介護等の行政手続きのオンライン
化に向けた環境整備。

農業次世代人材投資事業
新規 継続

継続

宅地造成事業
広告掲載・チラシ作成業務
　 現在売れ残っている 11 区画をＰＲする
ため、インターネットや広告への掲載、チラ
シ等の作成。

未登記路線解消事業

未登記路線解消のための測量・登記業務。

新規 継続

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第５次補正予算）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
通勤手当の限度額を県に準じた見直し
古殿町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例
Ｐ3に掲載
古殿町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例
の一部を改正する条例
長期継続契約を締結できる契約の種類をより明確化
古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限を令和４年６
月 30日まで延長
古殿町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
法律施行令の改正に伴う所要の改正。「保証人」の規定の追加
古殿町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正す
る条例
県の補助金交付要綱の改正に伴う改正。「児童」の定義の見直し
石川地方生活環境施設組合規約の変更について
し尿やごみ処理に関する経費の分賦率を今後 10 年間で段階的
に国勢調査人口に基づく割合とするもの　など
古殿町辺地総合整備計画の変更について
令和３年度事業の完了見込みに伴う変更
古殿町辺地総合整備計画の策定について
現計画の期間満了に伴い、今後５年間の計画を定めるもの
教育委員会教育長の任命について
Ｐ3に掲載
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
Ｐ3に掲載
令和３年度古殿町一般会計第７次補正予算
令和３年度事業見通しなどによる補正。7,144 万 8,000 円を減
額し、総額を 48億 6,099 万 1,000 円とする
令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第４次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。250 万 8,000 円を減額し、
総額を５億 6,777 万 2,000 円とする
令和３年度古殿町簡易水道特別会計第３次補正予算
令和３年度事業見通しなどによる補正。6,165 万 7,000 円を減
額し、総額を１億 2,187 万 2,000 円とする
令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。1,027 万 1,000 円を減額
し、総額を 8,773 万円とする
令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。66万 7,000 円を減額し、総
額を 1,990 万 8,000 円とする
令和３年度古殿町介護保険特別会計第３次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。4,922 万 6,000 円を減額
し、総額を８億 2,771 万 7,000 円とする
令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。11万 5,000 円を減額し、総
額を 5,975 万 1,000 円とする
令和３年度古殿町宅地造成事業特別会計第２次補正予算
宅地販売収入による補正。2,045 万 5,000 円を増額し、総額を
3,239 万 1,000 円とする

大網庵の改修や町道越代熊倉線の道路改良工事など２億
2,900 万 3,000 円の増額

子育て世帯への臨時特別給付金や燃料券の配布など１億 352
万 6,000 円の増額     
財産の処分について
Ｐ８に掲載
令和３年度古殿町一般会計第６次補正予算

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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議案
番号

議案
第１号

議案
第２号

議案
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議案
第４号
議案
第５号

議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号

議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号
議案
第12号
議案
第13号
議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第17号

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

令和４年度古殿町一般会計予算
Ｐ２、P４～５に掲載
令和４年度古殿町国民健康保険特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町簡易水道特別会計予算
Ｐ３～４に掲載
令和４年度古殿町農業集落排水事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町林業集落排水事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町介護保険特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町後期高齢者医療特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町宅地造成事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
副町長の選任について
Ｐ３に掲載
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
Ｐ３に掲載

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

可
決
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／同
意

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可
決

議案
第23号
議案
第24号
議案
第25号
議案
第26号
議案
第27号
議案
第28号
議案
第29号
議案
第30号
議案
第31号
発議
第１号

工事請負契約の締結について
Ｐ８に掲載 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／可

決
議案
第32号

議　　案　　名
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岡
　部
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木
　戸

11 

佐
　川

12 

緑
　川

８ 

佐
藤（
一
）

６ 

佐
藤（
弘
）

議案
番号 議　　案　　名
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３月定例会など 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。第１回臨時会

３月定例会

第２回臨時会

　ふるどの地域資源磨き上げイベント「フル
ドノタイム」を実施。

古殿小・中学校電子黒板
購入事業
　小学校で13台、中学校で10台を購入予定。
　タブレットと連携したオンライン授業が
可能となる。

交流人口拡大事業古殿小・中学校電子黒板
新規

議会全員協議会２月21日

令和４年度主要事業について
　２月21日に議会全員協議会が開催され、令和４年度の主要事業について協議しました。

　ミニトマト栽培２名、野菜やブドウ栽培１
名、畜産関係１名の新規就農者への補助。

行政手続オンライン化対応業務
委託事業
　子育て、介護等の行政手続きのオンライン
化に向けた環境整備。

農業次世代人材投資事業行政手続オンライン化対応業務
新規

農業次世代人材投資事業
継続

交流人口拡大事業
継続

宅地造成事業
広告掲載・チラシ作成業務
　 現在売れ残っている 11 区画をＰＲする
ため、インターネットや広告への掲載、チラ
シ等の作成。

未登記路線解消事業

未登記路線解消のための測量・登記業務。

未登記路線解消事業
新規

宅地造成事業継続

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度古殿町一般会計第５次補正予算）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
通勤手当の限度額を県に準じた見直し
古殿町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例
Ｐ3に掲載
古殿町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例
の一部を改正する条例
長期継続契約を締結できる契約の種類をより明確化
古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限を令和４年６
月 30日まで延長
古殿町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
法律施行令の改正に伴う所要の改正。「保証人」の規定の追加
古殿町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正す
る条例
県の補助金交付要綱の改正に伴う改正。「児童」の定義の見直し
石川地方生活環境施設組合規約の変更について
し尿やごみ処理に関する経費の分賦率を今後 10 年間で段階的
に国勢調査人口に基づく割合とするもの　など
古殿町辺地総合整備計画の変更について
令和３年度事業の完了見込みに伴う変更
古殿町辺地総合整備計画の策定について
現計画の期間満了に伴い、今後５年間の計画を定めるもの
教育委員会教育長の任命について
Ｐ3に掲載
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
Ｐ3に掲載
令和３年度古殿町一般会計第７次補正予算
令和３年度事業見通しなどによる補正。7,144 万 8,000 円を減
額し、総額を 48億 6,099 万 1,000 円とする
令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第４次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。250 万 8,000 円を減額し、
総額を５億 6,777 万 2,000 円とする
令和３年度古殿町簡易水道特別会計第３次補正予算
令和３年度事業見通しなどによる補正。6,165 万 7,000 円を減
額し、総額を１億 2,187 万 2,000 円とする
令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。1,027 万 1,000 円を減額
し、総額を 8,773 万円とする
令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。66万 7,000 円を減額し、総
額を 1,990 万 8,000 円とする
令和３年度古殿町介護保険特別会計第３次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。4,922 万 6,000 円を減額
し、総額を８億 2,771 万 7,000 円とする
令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計第２次補正予算
令和３年度事業見通しによる補正。11万 5,000 円を減額し、総
額を 5,975 万 1,000 円とする
令和３年度古殿町宅地造成事業特別会計第２次補正予算
宅地販売収入による補正。2,045 万 5,000 円を増額し、総額を
3,239 万 1,000 円とする

大網庵の改修や町道越代熊倉線の道路改良工事など２億
2,900 万 3,000 円の増額

子育て世帯への臨時特別給付金や燃料券の配布など１億 352
万 6,000 円の増額     
財産の処分について
Ｐ８に掲載
令和３年度古殿町一般会計第６次補正予算

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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可
決

可
決

可
決
可
決

可
決
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決
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決

可
決
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決

可
決
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意
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決
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決
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決
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決
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決
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決
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議案
番号

議案
第１号

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号
議案
第５号

議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号

議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号
議案
第12号
議案
第13号
議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第17号

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

令和４年度古殿町一般会計予算
Ｐ２、P４～５に掲載
令和４年度古殿町国民健康保険特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町簡易水道特別会計予算
Ｐ３～４に掲載
令和４年度古殿町農業集落排水事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町林業集落排水事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町介護保険特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町後期高齢者医療特別会計予算
Ｐ４に掲載
令和４年度古殿町宅地造成事業特別会計予算
Ｐ４に掲載
副町長の選任について
Ｐ３に掲載
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
Ｐ３に掲載

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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決
可
決
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決
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総
務
常
任
委
員
会

臨
時
会

常任委員会の活動
高機能消防指令センター等を視察

　総務常任委員会は須賀川地方広域消防組合指令センター、町民憩いの森公園を視察し、状
況を確認しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。また、付託された請
願１件を採択としました。

火災時の広報の仕組み等について説明を受ける委員

議会臨時会

議案
第3２号

工事請負契約の
　　　　締結について

議案
第２号 財産の処分について

道路改良工事（社会資本整備総合交付金）
町道越代熊倉線　第 2 回
金　額　　１億 6,907 万円
相手方　　株式会社佐川建設
　　　　　代表取締役　佐川一男

Q

A

　令和２年度の総事業費７億円か
ら令和３年度に９億円となった理
由は。工事発注回数とその総額は。
　県の土木単価と、国からの諸経
費が増加しているためです。現在
まで９件、約３億円近くの工事が
発注されております。

厩舎を土地所有者に譲渡
処分財産　145.66 平方メートル木造建物
相手方　　山上字宮前
　　　　　鈴木秀幸

Q

A

　処分するに至った経過は。

　平成21年度に建設した厩舎につ
いて、建設後10年を経過し、無償
譲渡であるため、国への補助金返
還等はありません。
　地権者のほうにもご理解をいた
だき、提案いたしました。

全員賛成 可決 全員賛成 可決

町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

　一般質問は３月 15、16 日に９人の議員が 20 問の質問を行いました。質疑の一部を要約し
てお伝えします。

鈴 木 　 隆  議員 ………………………10
（１）各ウイルスワクチン対策対応について
（2）ふるさと納税対策対応について
（３）観光施設整備事業について
（4）デジタル教科書の対応状況について

常 盤 浩 章  議員 ………………………11
（１）ワクチン接種について
（2）自治体四季報について

野 崎 喜 彦  議員 ………………………12
（１）町民の安全を考慮した町づくりについて
（2）「活気あふれる楽しい町づくり」への現状と
　　今後の取り組みについて

藁 谷 直 𠮷  議員 ………………………13
（１）町の高齢者世帯に火災警報器の支援について
（２）町の鉱物資源を活用するエコツーリズムについて
（3）町長との談話の日について

佐 川 勇 司  議員 ………………………14
（１）令和４年度主要事業について

岡 部 淳 一  議員 ………………………15
（１）水田活用をめぐる交付金見直しと
　　町内農家の実情
（2）三株山周辺整備事業を町おこしに
　　どうつなげるのか
（3）町の方向性を見据えた本年度事業と予算編成

松 崎 法 通  議員 ………………………16
（１）押印手続きの見直しについて
（2）今後の燃料価格を見据えた施策は
（3）３年度事業の総括と４年度事業について

木 戸 久 康  議員 ………………………17
（１）今後の町づくりと主要事業を問う

佐 藤 一 夫  議員 ………………………18
（１）岡部町政の総括と今後の課題について

3月30日開会
町道越代熊倉線道路改良工事

１月21日開会
厩舎の無償譲渡
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総
務
常
任
委
員
会

臨
時
会

常任委員会の活動
高機能消防指令センター等を視察

　総務常任委員会は須賀川地方広域消防組合指令センター、町民憩いの森公園を視察し、状
況を確認しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。また、付託された請
願１件を採択としました。

火災時の広報の仕組み等について説明を受ける委員

議会臨時会

議案
第3２号

工事請負契約の
　　　　締結について

議案
第２号 財産の処分について

道路改良工事（社会資本整備総合交付金）
町道越代熊倉線　第 2 回
金　額　　１億 6,907 万円
相手方　　株式会社佐川建設
　　　　　代表取締役　佐川一男

Q

A

　令和２年度の総事業費７億円か
ら令和３年度に９億円となった理
由は。工事発注回数とその総額は。
　県の土木単価と、国からの諸経
費が増加しているためです。現在
まで９件、約３億円近くの工事が
発注されております。

厩舎を土地所有者に譲渡
処分財産　145.66 平方メートル木造建物
相手方　　山上字宮前
　　　　　鈴木秀幸

Q

A

　処分するに至った経過は。

　平成21年度に建設した厩舎につ
いて、建設後10年を経過し、無償
譲渡であるため、国への補助金返
還等はありません。
　地権者のほうにもご理解をいた
だき、提案いたしました。

全員賛成 可決 全員賛成 可決

町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

　一般質問は３月 15、16 日に９人の議員が 20 問の質問を行いました。質疑の一部を要約し
てお伝えします。
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こ
の
指
標
は
、
人
口

増
減
率
、
地
方
税
収
増
減

率
、
人
口
１
人
当
た
り
地
方

税
収
、
財
政
調
整
基
金
増
減

率
、
人
口
１
人
当
た
り
役
場

職
員
人
件
費
の
数
値
か
ら
ラ

ン
キ
ン
グ
付
け
し
た
も
の

で
、
数
値
の
改
善
に
努
め
ま

す
。

他
の
そ

質
の

問

　
　
　
木
製
遊
具
は
憩
い
の

森
公
園
の
風
景
に
も
溶
け
込

み
、
子
ど
も
連
れ
の
ご
家
族

な
ど
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る

と
考
え
ま
す
。

事
業
に
係
る
財
源
確
保
の
手

段
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
そ
の
手
法
を

採
用
す
る
か
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
我
が
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
収
支
状
況
は
。

　
　
　
令
和
３
年
度
現
時
点

で
、
１
７
４
万
２
千
円
の
黒

字
で
す
。

　
　
　
町
民
一
人
一
人
の
各

ワ
ク
チ
ン
接
種
管
理
を
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
健
康
か
る
て
シ
ス
テ

ム
の
中
に
予
防
接
種
台
帳
が

あ
り
、
接
種
記
録
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
そ
の
た
め
の
情
報
提

供
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
個
別
に
情
報
提
供
し

接
種
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
等
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
全
て
の
予
防
接
種
に

公
的
助
成
を
行
う
か
。

　
　
　
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
全
て
公
的
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

保健事業

ふるさと納税

ワクチン接種

町　政

一 般 質 問 一 般 質 問

各ウイルスワクチン対策対応はQ
Ａ 個別に情報提供し接種を促しています

今後のワクチン接種はQ
Ａ 5歳から11歳まではひらた中央病院に
委託して実施します

遊具整備

観光施設整備事業はQ
Ａ 木製の遊具を考えています

ふるさと納税対策対応はQ
Ａ 町特産品のPRに直結する返礼品の
拡充を随時検討します

鈴木　隆 議員
すず き　　たかし

常盤　浩章 議員 
ときわ　　 ひろのり

10ふるどの議会だより　第159号
令和４年４月20日発行11 ふるどの議会だより　第159号

令和４年４月20日発行

他自治体に設置されている木製遊具

町
長

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

鈴
木

　
　
　
感
染
者
の
正
確
な
実

数
は
。

　
　
　
原
則
、
そ
の
感
染
者

が
居
住
し
て
い
る
市
町
村
名

で
県
が
公
表
し
、
令
和
２
年

５
月
に
町
内
で
初
め
て
確
認

さ
れ
、
令
和
４
年
３
月
９
日

で
40
名
で
す
。

　
　
　
感
染
者
の
分
類
に
つ

い
て
の
把
握
は
。

　
　
　
県
か
ら
感
染
者
の
変

異
株
の
情
報
提
供
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　
感
染
者
の
対
応
は
。

　
　
　
感
染
者
の
症
状
等
を

確
認
し
た
後
、
入
院
、
宿
泊

療
養
、
自
宅
療
養
の
判
断
が

な
さ
れ
、
自
宅
療
養
者
に
は

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を

町
長

町
長

町
長

常
盤

常
盤

常
盤

自治体四季報の行政への反映はQ
Ａ 数値の改善に努めます

　
　
　
自
治
体
四
季
報
の
認

識
に
つ
い
て
。

　
　
　
現
在
ま
で
認
識
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
我
が
町
の
全
国
お
よ

び
県
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
。

　
　
　
令
和
３
年
度
版
で
は

全
国
１
７
４
２
自
治
体
中
１

５
９
５
位
、
県
内
59
自
治
体

中
52
位
で
す
。

　
　
　
自
治
体
四
季
報
に
お

け
る
過
去
５
年
の
推
移
は
。

　
　
　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
推
移

は
２
年
分
の
み
公
表
し
て
お

り
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は

６
位
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
自
治
体
四
季

報
を
参
考
に
し
、
行
政
に
反

映
す
る
考
え
は
。

町
長

町
長

町
長

町
長

常
盤

常
盤

常
盤

常
盤

　
　
　
遊
具
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
予
算
に
見
合
う
も

の
か
。

　
　
　
木
製
の
遊
具
を
考
え

て
い
ま
す
。
詳
細
は
確
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
今
後
、
公
園
全
体
の

地
形
を
勘
案
し
追
加
整
備
す

る
の
か
。

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
追
加

の
整
備
も
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
観
光
施
設
整
備
事
業

と
い
う
観
点
か
ら
集
客
性
の

あ
る
遊
具
は
ど
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
る
か
。

町
長

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

鈴
木

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
拡
充
を
考
え
る
か
。

　
　
　
自
主
財
源
の
確
保
の

観
点
の
み
な
ら
ず
、
町
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
直
結
す
る
の

で
、
返
礼
品
の
拡
充
に
つ
い

て
は
随
時
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
か
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
具
体
的
な

町
長

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

鈴
木

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
」
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

貸
出
し
、
毎
日
、
健
康
観
察

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
今
後
の
予
防
接
種
の

日
程
は
。

　
　
　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

は
、
石
川
郡
内
の
町
村
で
連

携
し
、
ひ
ら
た
中
央
病
院
へ

委
託
し
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
予
防
接
種
の
非
接
種

者
の
対
応
は
。

　
　
　
古
殿
町
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
、
個
別
接
種
な
ど
を
ご
案

内
し
ま
す
。

常
盤

町
長

常
盤

町
長

自
治
体
四
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報

　
民
間
調
査
機
関
が
運
営

す
る
自
治
体
の
「
住
民
の

持
続
可
能
な
幸
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実
現

す
る
力
（
＝
自
治
体
の
経

営
力
）」を
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え
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化
し
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サ
イ
ト
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人
口
増
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率
（
自
治
体

　
の
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展
性
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方
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の
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当
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地
方
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の
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ワクチン接種会場のやぶさめアリーナ

憩いの森公園から望む町内の風景
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ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
か
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
具
体
的
な

町
長

町
長

町
長

鈴
木

鈴
木

鈴
木

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
」
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

貸
出
し
、
毎
日
、
健
康
観
察

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
今
後
の
予
防
接
種
の

日
程
は
。

　
　
　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

は
、
石
川
郡
内
の
町
村
で
連

携
し
、
ひ
ら
た
中
央
病
院
へ

委
託
し
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
予
防
接
種
の
非
接
種

者
の
対
応
は
。

　
　
　
古
殿
町
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
、
個
別
接
種
な
ど
を
ご
案

内
し
ま
す
。

常
盤

町
長

常
盤

町
長

自
治
体
四
季
報

　
民
間
調
査
機
関
が
運
営

す
る
自
治
体
の
「
住
民
の

持
続
可
能
な
幸
福
を
実
現

す
る
力
（
＝
自
治
体
の
経

営
力
）」を
見
え
る
化
し
た

サ
イ
ト
。

①
人
口
増
減
率
（
自
治
体

　
の
発
展
性
）

②
地
方
税
収
増
減
率
（
自

　
治
体
の
発
展
性
）

③
人
口
１
人
当
た
り
地
方

　
税
収（
住
民
の
豊
か
さ
）

④
財
政
調
整
基
金
増
減
率

　（
安
定
性
）

⑤
人
口
１
人
当
た
り
職
員

　
人
件
費（
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス
）

　
右
記
５
つ
の
メ
イ
ン
指

標
を
基
に
算
出
さ
れ
た

「
自
治
体
ス
コ
ア
」で
全
自

治
体
を
ラ
ン
キ
ン
グ
づ
け

し
た
も
の
。

ワクチン接種会場のやぶさめアリーナ

憩いの森公園から望む町内の風景



　
　
　
今
後
、
展
示
し
て
い

る
鉱
物
、
展
示
し
て
い
な
い

鉱
物
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
現
状
の
ま
ま
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
町
の
「
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
」
と
「
石
川
町
歴
史

民
俗
資
料
館
」
と
「
い
わ
き

市
石
炭
・
化
石
館
」
で
連
携

し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
す

る
考
え
は
。

　
　
　
有
効
的
な
活
用
や
事

業
効
果
を
見
極
め
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
町
は
「
こ
お
り
や
ま

広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」
に

加
盟
し
て
お
り
、
加
盟
の
市

町
村
と
連
携
し
て
「
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
」
の
活
性
化
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
有
効
的
な
活
用
や
事

業
効
果
を
見
極
め
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
昨
今
の
自
然
災
害
は
大
規

模
化
し
、
そ
の
発
生
頻
度
も

高
く
、
多
数
の
人
命
が
そ
の

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
命
と
地
域
は
自

分
達
で
守
る
」
と
い
う
防
災

の
根
幹
を
な
す
意
識
の
確
立

と
、
取
り
組
み
が
必
須
で
あ

る
。

　
　
　
地
域
の
「
自
主
防
災

組
織
」
の
立
ち
上
げ
計
画

は
。

　
　
　
各
行
政
区
単
位
で
の

組
織
化
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
「
防
災
士
」
な
ど
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
は
。

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
設
置
促
進
へ
の
取
り

組
み
は
。

　
　
　
消
防
署
と
連
携
し

て
、
高
齢
者
宅
の
設
置
の
確

認
と
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
第
７
次
振
興
計
画
中

の
「
災
害
対
策
の
強
化
」
の

推
進
は
、
町
民
生
活
に
ど
の

よ
う
に
深
化
・
浸
透
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
　
　
災
害
に
対
す
る
意
識

の
向
上
と
災
害
発
生
時
の
体

制
整
備
を
し
ま
す
。

　
　
　
町
の
「
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
」
に
、
何
種
類
の
鉱

物
が
展
示
し
て
あ
る
の
か
。

　
　
　
38
種
類
程
の
岩
石
で

す
。

　
　
　
古
殿
町
か
ら
産
出
さ

れ
た
鉱
物
は
何
種
類
か
。

　
　
　
30
種
類
程
で
す
。

　
　
　
展
示
し
て
い
な
い
鉱

物
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。

　
　
　
約
30
種
類
の
岩
石
１

７
２
個
程
、
収
蔵
庫
に
保
管

し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
町
の
子
ど
も
達
に
、

鉱
物
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
古
殿
小
学
校
の
社
会

科
の
授
業
に
活
用
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
い
ず
れ
も
想
定
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
た
め
の
「
空
き
家
」

の
利
活
用
の
進
展
は
。

　
　
　
多
く
の
問
題
が
あ
り

引
き
続
き
解
決
策
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
地
域
交
通
最
適
化
事

業
の
具
体
的
見
通
し
は
。

　
　
　
再
編
案
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

　
　
　
道
の
駅
の
拡
張
に
伴

う
用
地
取
得
の
現
況
は
。

　
　
　
地
権
者
と
協
議
中
で

合
意
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

防災事業高齢者政策

交流活性化政策

一 般 質 問 一 般 質 問

町民の安全を考慮した町づくりをQ
Ａ 各地区の自主防災組織を検討します

町づくり

「活気あふれる楽しい町づくり」の
現状と取り組みは

Q

Ａ 宅地分譲・高齢者居住施設入居は共に
想定を下回っています

町の鉱物資源を活用する
エコツーリズムの考えは

Q

Ａ 有効的な活用や事業効果を
見極め検討していきます

未設置の高齢者世帯に火災警報器を
支援する考えは

Q

Ａ 設置を推進していきます

野崎　喜彦 議員
のざき　　 よしひこ

藁谷　直𠮷 議員 
わらがや　　なおよし
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部屋に空きのある高齢者居住施設

町
長

町
長

町
長

野
崎

町
長

野
崎

野
崎

野
崎

　
　
　
町
の
高
齢
者
の
み
世

帯
、
そ
の
う
ち
一
人
暮
ら
し

世
帯
数
は
。

　
　
　
高
齢
者
の
み
は
４
５

２
世
帯
、
そ
の
う
ち
一
人
暮

ら
し
は
２
３
３
世
帯
で
す
。

　
　
　
町
の
高
齢
者
世
帯
の

火
災
警
報
器
の
設
置
は
。

　
　
　
高
齢
者
の
み
世
帯
は

町
長

町
長

藁
谷

藁
谷

教
育
長

藁
谷

藁
谷

　
令
和
２
、
３
年
度
は
、
世

界
的
な
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
行
政
運
営
も
困

難
を
極
め
た
。
更
に
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
を

は
じ
め
町
民
生
活
な
ど
に
も

様
々
な
悪
影
響
が
現
出
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　
社
会
情
勢
の
異
変
な

ど
に
よ
り
生
じ
て
い
る
町
民

生
活
へ
の
支
援
策
は
。

　
　
　
国
、
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
に
当
た
り
ま

す
。

　
　
　
宅
地
分
譲
と
高
齢
者

居
住
施
設
の
入
居
者
状
況

は
。

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

野
崎

教
育
長

教
育
長

教
育
長

藁
谷

藁
谷

藁
谷

野
崎

野
崎

野
崎

野
崎

藁
谷

藁
谷

ふるさとセンターに展示されている鉱物

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
全
世

帯
の
約
３
分
の
１
が
未
設
置

で
す
。

　
　
　
高
齢
者
の
み
世
帯
に

火
災
警
報
器
を
支
援
す
る
考

え
は
。

　
　
　
古
殿
分
署
と
協
力
し

設
置
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
が
、

火
災
場
所
の
広
報
が
遅
れ
た

原
因
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
把
握
し
て
お
り
ま

す
。

藁
谷

町
長

藁
谷

町
長

他
の
そ

質
の

問

「
町
長
と
の
談
話
の
日
に

つ
い
て
」
の
質
問
も
行
い

ま
し
た
。
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の
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再
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部屋に空きのある高齢者居住施設
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崎
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の
高
齢
者
の
み
世
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、
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の
う
ち
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ら
し

世
帯
数
は
。
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者
の
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５
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世
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、
そ
の
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ち
一
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ら
し
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は
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長
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長
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令
和
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、
３
年
度
は
、
世

界
的
な
コ
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ナ
感
染
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の
影
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を
受
け
、
行
政
運
営
も
困
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を
極
め
た
。
更
に
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
を

は
じ
め
町
民
生
活
な
ど
に
も

様
々
な
悪
影
響
が
現
出
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　
社
会
情
勢
の
異
変
な

ど
に
よ
り
生
じ
て
い
る
町
民

生
活
へ
の
支
援
策
は
。

　
　
　
国
、
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光
誘
客
、
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Ｒ
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。
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。
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。
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付
金
の
財
源
を
も
っ
て
計

画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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予
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っ
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。
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は
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
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で
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。
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。
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。
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在
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て
い
ま
せ
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、
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し
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い
る

も
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も
あ
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、
引
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続
き
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し
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。

　
　
　
町
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業
再
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は
こ
の
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踏
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を
ど
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な
の
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。
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は
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を
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め
、
今
後
の
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に
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も
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に
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進
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す
。
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を
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え
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と
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に
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の
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も

行
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ま
し
た
。
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業
を
見
据
え
た
と
き
に
、

目
的
が
達
成
し
た
と
思
わ
れ

る
事
業
、
慣
例
的
に
続
い
て

い
る
事
業
、
効
果
が
疑
問
視

さ
れ
る
事
業
も
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
維
持
費
、
管

理
費
も
含
め
て
、
最
小
限
の

予
算
で
町
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
宅
地
造
成
の
広
告
掲

載
、
チ
ラ
シ
作
成
業
務
と
は

何
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押
印
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直
し
基
準
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
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政
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等
の
書
面

主
義
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対
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義
を
見
直

し
、
規
定
の
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直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
　
　
押
印
必
要
、
ま
た
は

不
要
な
も
の
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
実
印
の
押
印
が
必
要

で
、
印
鑑
証
明
を
添
付
す
る

よ
う
な
手
続
き
以
外
は
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
役
場
窓
口
に
お
い
て

町
民
の
方
々
の
各
種
申
請

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
諸
証
明
の
申
請
書
お

よ
び
住
所
等
の
異
動
届
出
書

に
つ
い
て
は
、
署
名
と
運
転

免
許
証
等
で
の
本
人
確
認
に

よ
る
取
り
扱
い
と
し
て
い
ま

す
。

押　印

町　政

主要事業

一 般 質 問 一 般 質 問

押印の見直し基準はQ
Ａ 規定の見直しを進めています

今後の町づくりと主要事業はQ
Ａ 社会情勢を考慮した効率的な
予算編成の必要があります

今後の燃料価格を見据えた施策はQ
Ａ 国・県の対応を注視しながら
対応に当たります

松崎　法通 議員
まつざき　　のりみち

木戸　久康 議員 
きど　　 ひさやす
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町
長

町
長

町
長

松
崎

松
崎

松
崎

　
　
　
宅
地
販
売
の
Ｐ
Ｒ
に

係
る
情
報
誌
等
へ
の
掲
載

や
、
チ
ラ
シ
作
成
の
費
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
憩
い
の
森
公
園
遊
具

整
備
事
業
と
は
何
か
。

　
　
　
木
製
の
遊
具
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
町
産
材
が

使
え
れ
ば
、
林
業
の
町
と
し

て
の
認
識
も
深
ま
る
と
期
待

し
ま
す
。

　
　
　
町
営
住
宅
の
建
替
計

画
策
定
業
務
と
は
何
か
。
　

木
戸

町
長

遊具の設置が予定されている町民憩いの森公園

町営住宅の建設が検討されている前木町有地

校内でZoomを使った授業
全てＬＥＤ化される予定の防犯灯

　
　
　
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
次
第
で
は
、
燃
料
、

物
価
の
高
騰
も
予
想
さ
れ
る

が
、
燃
料
費
の
助
成
を
は
じ

め
と
す
る
町
民
に
寄
り
添
っ

た
施
策
の
考
え
方
は
。

　
　
　
国
、
県
の
対
応
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
に
当
た
り

ま
す
。

　
　
　
防
犯
灯
の
L
Ｅ
Ｄ
化

修
繕
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
町
で
管
理
し
て
い
る

防
犯
灯
１
９
１
基
が
従
来
の

水
銀
灯
や
蛍
光
灯
で
あ
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
機
器
と
交
換
す
る

計
画
で
す
。

        

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
に

お
け
る
子
ど
も
達
の
習
熟
度

と
内
容
は
。

町
長

町
長

町
長

松
崎

松
崎

松
崎

　
　
　
徐
々
に
授
業
で
の
活

用
が
増
え
、
操
作
に
も
慣
れ

て
き
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
を

使
い
、
班
ご
と
の
共
同
編
集

や
意
見
交
換
を
し
て
情
報
共

有
を
図
っ
て
お
り
、
中
学
校

に
お
い
て
は
、
音
楽
の
作
曲

や
体
育
の
剣
道
の
動
作
確
認

な
ど
幅
広
く
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
前
木
町
有
地
に
町
営

住
宅
を
建
築
す
る
に
当
た
り

基
本
と
な
る
建
築
位
置
、
構

造
、
戸
数
等
を
計
画
す
る
た

め
の
業
務
で
す
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

委
託
の
内
容
は
。

　
　
　
新
年
度
の
運
行
委
託

内
容
も
今
年
度
同
様
で
予
定

し
て
い
ま
す
。
登
校
便
、
下

校
便
と
も
６
路
線
で
、
小
学

生
便
は
５
月
か
ら
９
月
が
１

日
２
便
、
そ
れ
以
外
は
１
日

１
便
で
、
中
学
生
便
は
年
間

を
通
し
て
１
日
１
便
の
運
行

を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
交
通
体
系
の
見
直
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
公
共
交
通
最
適
化
支

援
業
務
の
成
果
を
受
け
、
実

行
可
能
な
再
編
案
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
の
町
づ
く
り
に

は
財
源
の
見
通
し
と
維
持
管

理
費
の
見
直
し
、
総
点
検
・

精
査
が
必
要
と
思
う
が
、
そ

の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
人
口
減
少
に
伴
う
税

収
の
減
等
、
今
後
町
財
政
は

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
４
年
度
予
算

か
ら
事
業
別
予
算
書
を
活
用

し
な
が
ら
、
事
業
の
効
果
や

社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
つ

つ
、
引
き
続
き
効
果
的
・
効

率
的
な
予
算
編
成
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

木
戸

木
戸

木
戸

木
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観光促進が期待される道の駅の改修

町の将来を担う子ども達
（古殿中学校入学式）

 

町
長
就
任
以
来
20
年
目
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
過
去
を

総
括
し
、
未
来
に
生
か
す
た

め
町
長
の
想
い
と
課
題
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

佐
藤

佐
藤　　
　20
年
で
町
の
大
き
な

変
化
は
何
か
。

　
　
　日
本
が
人
口
減
少
に

転
じ
、
町
も
大
き
く
人
口
減

少
の
状
況
に
あ
る
こ
と
で
す
。

　
　
　

　
　
　ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
で
印
象
深
い
も
の
は
何

か
。　

　
　小
学
校
の
統
合
、
東

日
本
大
震
災
等
の
災
害
復

旧
、
原
発
事
故
の
対
応
が
大

き
い
で
す
。

　
　
　長
期
の
重
責
を
担

う
原
動
力
と
要
因
は
。

　
　
　町
民
の
福
祉
向
上

に
対
す
る
思
い
で
す
。

　　
　
　議
会
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
の
対
応
は
。

        

誠
実
な
対
応
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。

　
　
　多
岐
に
わ
た
る
課

題
に
、
長
き
経
験
を
活
か

し
、
将
来
像
を
ど
う
描
く

の
か
。
道
の
駅
、
へ
き
地

医
療
、
小
中
一
貫
教
育
な

ど
の
方
針
は
。

　
　
　社
会
の
変
化
を
読

み
取
り
な
が
ら
、
そ
の
状

況
に
適
合
す
る
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡部町政の総括と今後の課題はQ

Ａ 社会の変化、状況に適合する
対応と考えます

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.57

防災体制についてテーマ

Q　令和２年12月一般質問から
防災行政無線で出火場所の世帯主名を放送できない
のか。

A　町長答弁
町内の実情を踏まえ、今後、住宅火災において世帯
主名まで放送します。

緊急時には詳細な
情報が必要だね。

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

その後の
対　　応

住所、地番、世帯主名まで放送されるようになりました。
　住宅火災発生場所等が町消防団の方々や町民の皆様に伝わりやすくなりました。

防災行政無線の放送の様子防災行政無線の戸別受信機
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観光促進が期待される道の駅の改修

町の将来を担う子ども達
（古殿中学校入学式）
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任
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去
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来
に
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町
長
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想
い
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課
題
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

佐
藤

佐
藤　　
　20
年
で
町
の
大
き
な
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化
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何
か
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　日
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が
人
口
減
少
に
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じ
、
町
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大
き
く
人
口
減

少
の
状
況
に
あ
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こ
と
で
す
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ド
面
・
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フ
ト

面
で
印
象
深
い
も
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は
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か
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　小
学
校
の
統
合
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東

日
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大
震
災
等
の
災
害
復

旧
、
原
発
事
故
の
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応
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で
す
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の
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因
は
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で
す
。
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会
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信
頼
関
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築
く
た
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の
対
応
は
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を
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。
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駅
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き
地
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療
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小
中
一
貫
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ど
の
方
針
は
。

　
　
　社
会
の
変
化
を
読

み
取
り
な
が
ら
、
そ
の
状

況
に
適
合
す
る
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡部町政の総括と今後の課題はQ

Ａ 社会の変化、状況に適合する
対応と考えます

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.57

防災体制についてテーマ

Q　令和２年12月一般質問から
防災行政無線で出火場所の世帯主名を放送できない
のか。

A　町長答弁
町内の実情を踏まえ、今後、住宅火災において世帯
主名まで放送します。

緊急時には詳細な
情報が必要だね。

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター
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住所、地番、世帯主名まで放送されるようになりました。
　住宅火災発生場所等が町消防団の方々や町民の皆様に伝わりやすくなりました。
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

＊会社設立の歴史と組織を教えてください。

昭和49年創業

議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会 6月上旬

Ｎｏ.７
 今回紹介するのは、「ジェーピーシー㈱福島工場」の皆さんです。

　昭和49年1月、ジェーピーシー株式会社（東京都中野
区）の業務拡張のため、山上字宮前に工場を新設。昭和
62年、竹貫字千足に新工場建設し、現在に至っております。
　「パルス部品の専門メーカー」として会社創業（昭和
35 年）以来、通信、コンピューター、放送映像、医療機器
等の品質を重視される産業分野に幅広く貢献しておりま
す。
　福島工場はジェーピーシー株式会社の唯一の直営工
場です。「日本パルス工業株式会社」は兄弟会社です。

生産される電子部品

誠実な製品づくり

　パルス部品専
門メーカーとし
ての「責任」のも
と、高度な技術と
信頼で、お客様の
ご要望などへの
「迅速」な対応を
使命とし、社員一
丸となり、「誠実」
な製品づくりで、
社会への貢献を
目指しておりま
す。

ＪＰＣ（株）福島工場の皆さん

＊会社における基本的な考え方は何ですか。




